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　制度の改正により「農地法に基づく許認可」のほかに「農地等の利用の最適化の推進」を進めていくことになりました。

　篠山市農業委員会では、農業委員と農地利用最適化推進委員総勢３８名が相互に連携を図り、活動を行います。

農業者年金に加入して
安心で豊かな老後を

農業委員と農地利用最適化推進委員の活動

「農地等の利用の最適化の推進」のための活動とは

①担い手への農地集積・集約化 ②耕作放棄地の発生防止・解消

を行うことをいいます。

③新規参入の促進など

【農業委員の主な役割】 【農地利用最適化推進委員の主な役割】

　農業委員会は、合議体として最終的な意思決定を
行います。
○権利移動、転用許可申請の許認可審議
○遊休農地に対する措置
○農地利用最適化推進指針の作成
○農地等の利用の最適化の推進のための活動など

　担当地域において、農地等の利用の最適化の推進
のための活動を行います。
　農業委員と協力して現地確認を行うほか、農地利
用最適化推進指針の作成に参画し、また、必要に応じ、
農業委員会の総会などで意見を述べます。

連携

加入要件

農業者年金の特徴

農業に従事されている方は誰でも加入できます。
６０歳未満の国民年金第１号被保険者であって、年間６０日以上農業に従事している方は誰でも加入
できます。農地を持っていない農業者、配偶者、後継者などの家族従事者も加入できます。

農業者年金にはメリットがいっぱいです。
①少子高齢化に強い積立方式の年金です。	 	 	 	
②保険料の額は自由（月額２万円～６万７千円）に決められます。	 	 	 　　
③終身年金で、８０歳までに亡くなった場合は死亡一時金が遺族に支払われます。
④保険料の全額が社会保険料控除の対象になります。	
⑤認定農業者など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助があります。
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農
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農
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。

　農業委員会等に関する法律の改正に
より、農業委員とは別に、各地域におい
て農地利用の集積・集約化や遊休農地
の発生防止などの役割を担う農地利用
最適化推進委員を新設。４月1日から農
業委員１９名、農地利用最適化推進委員
１９名による新体制がスタートしました。
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